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コロナ 禍でも
着実に 事業推進
コロナ 禍でも
着実に 事業推進

放課後児童クラブ事業放課後児童クラブ事業

39,224千円39,224千円
定員を超える東郷第一児童クラブは、教室の確保を。老朽化
が進む東郷第二児童クラブは環境整備を。

こども園ICT
環境整備事業
こども園ICT
環境整備事業

5,160千円5,160千円
保護者からは好評なICT
利用。職員の研修にも力
を入れて。園児置き去り
事件を教訓に、ICTと職
員のダブルチェック確認
を引き続き行って。（保護
者が登園打刻する様子）

ふるさと湯梨浜応援基金事業ふるさと湯梨浜応援基金事業

224,362千円224,362千円
寄付サイトの効果で寄付金が微増。寄付者に湯梨浜町の
良さを伝え、関係人口の増加を目指してほしい。
（寄付額R2年度1億3866万円→R3年度1億円4242万円）

鳥獣被害総合対策事業鳥獣被害総合対策事業

11,977千円11,977千円
侵入防止施設早期整備のため、資材の早期入手を県に
要望を。狩猟免許者を増やして。

羽合小学校管理運営臨時経費羽合小学校管理運営臨時経費

31,441千円31,441千円
医療的ケア児受入れのために、先手の対応は評価。障がい
を共有するという観点から、プライバシーに配慮し、情報提
供を。その他、エアコン更新等の施設整備を行った。

衆議院議員
選挙実施経費
衆議院議員
選挙実施経費

13,310千円13,310千円
若者・子育て世帯向けに、投票したくなるようなデザ
インのチラシや投票用紙といった広報の工夫を。

ワーケーション推進事業ワーケーション推進事業

22,019千円22,019千円
ワーケーション事業への投資が将来も生きるよう、ビジョン
を持って事業を進めて。（会議室を整備した水明荘）

令和3年度

決算
認定

　９月定例会は、16日から
30日までの15日間の会期
で開催しました。９月定例
会は「決算議会」と言わ
れ、令和３年度の一般会計
及び特別会計の決算審査が

中心です。決算審査特別委員会を設置し、審議
した結果、一般会計及び特別会計の総額161億
４千万円の支出を認定しました。ここでは、議
員視点で決算審査の結果をお届けします。

町民の生活を

守る
町民の生活を

守る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て

子
育
て
世
帯
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
へ
臨
時

特
別
資
金
の
給
付
、
社

会
福
祉
施
設
・
商
工
事

業
者
へ
の
支
援
も
行
っ

た
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
中
央
公
民
館
泊

分
館
の
建
設
、
町
営
住

宅
建
て
替
え
事
業
着
手

も
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
老
朽
化
し
た

水
道
・
下
水
道
施
設
の

更
新
等
多
大
な
財
政
負

担
を
伴
う
事
業
や
、
両

中
学
校
の
跡
地
利
用
、

た
じ
り
こ
ど
も
園
の
移

転
、
国
民
宿
舎
水
明
荘

へ
の
財
政
支
援
な
ど
各

種
課
題
が
山
積
み
し
て

い
る
。
　
　

　
財
政
上
重
い
負
担
を

伴
う
事
業
、早
期
に
方
向

性
を
出
す
必
要
の
あ
る

事
業
は
、
行
財
政
運
営

の
安
定
化
を
図
り
な
が

ら
町
民
・
関
係
機
関
の

意
見
を
聞
き
適
時
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

監査委員の意見（抜粋）健全な財政運営だが、今後も課題は山積み

代表監査委員　金涌 孝則

歳出決算額
一般会計
特別会計

107億5950万円
53億8133万円

その他事業も
  チェック！！

歳出 不妊治療費助成事業
令和３年度は延べ32人に助成（令和２年から
1.2倍増加）

歳出 親元就農促進支援交付金事業
2名の活用あり。親元就農への関心が高まる。

歳出 コンピュータ機材等整備事業
液晶ディスプレイ12台ほか、ICT機器を整備。

歳出 防災力強化事業
防災士を新規に4名養成。

歳出 自主防災組織コミュニティ助成事業
令和3年度は松崎自主防災会に対して、発電機・
除雪機・テント購入を助成。

歳出 さくら工芸品工房管理運営臨時経費
空室となっていた3つの工房の使用者が決定し、
工房のバラエティが増した。

歳出 空き家情報バンク活用促進事業
令和3年度の新規登録は2件。問い合わせは増え
たものの、登録件数は少ないまま。

歳出 修学旅行補助金
バス利用料を補助し、県内修学旅行を行った。
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☆
平
成
31
年
１
月
25
日
の
総
務
省
・
厚
生
労
働
省
か
ら

の
通
知
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
の
県
内
上
下
水
道
の
広
域
化
計
画
策
定
要
請
に

関
す
る
検
討
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

☆
北
福
・
漆
原
地
内
に
造

成
を
検
討
し
て
い
る
新
た

な
梨
生
産
団
地
に
つ
い
て
、

担
当
課
よ
り
現
時
点
で
の

状
況
は
現
地
調
査
と
計
画

の
調
整
の
段
階
と
い
う
説

明
を
受
け
た
。

☆
町
道
に
異
常
個
所
が

あ
っ
た
場
合
、
町
民
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
報
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
作
り
た
い
と

報
告
が
あ
っ
た
。

答答

答

答

答

答

答答

問問

問

問

問

問

問

問

　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

　
　
　

村
に
合
う
か
ど
う
か

が
問
題
で
あ
る
の
で
、
焦
ら

ず
に
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

国
が
い
う
こ
と
で

　
　
　

は
な
く
、
鳥
取
県
に

合
っ
た
、
中
部
に
合
っ
た
や

り
方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

倉
吉
市
か
ら
送
水

　
　
　
管
で
送
水
し
、
羽
合

配
水
池
を
利
用
し
て
今
の
配

水
管
に
接
続
す
れ
ば
安
価
で

す
む
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

倉
吉
市
と
は
、
す

　
　
　

で
に
接
続
し
て
お
り

新
た
な
工
事
は
必
要
な
い
。

　

し
か
し
、
管
路
更
新
は
当

然
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
現
在
す
で
に
そ
の

　
　
　
地
区
で
梨
を
生
産
し

て
い
る
方
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
　
　

制
度
上
、
一
旦
は

　
　
　

担
い
手
育
成
機
構
に

貸
し
出
し
て
、
改
め
て
そ
こ

上
下
水
道
事
業
の
広
域
化

倉吉市から送水を受ける予定の
羽合配水池

造成が待たれる今滝梨生産団地

　
　
　
　
進
め
て
も
ら
い
た

　
　
　
い
が
、
災
害
発
生
時

　
　
　
　

羽
合
配
水
池
・
東

　
　
　
郷
配
水
池
を
そ
の
ま

ま
残
し
、
そ
れ
を
利
用
し
な

が
ら
配
水
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

県
内
で
の
統
合
案

　
　
　

で
、
倉
吉
市
と
の
令

和
７
年
度
統
合
が
示
さ
れ
て

お
り
、
実
現
の
可
能
性
が
高

い
と
考
え
て
い
る
。

で
生
産
す
る
と
い
う
手
続
き

を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
入
居
条
件
は
、
松

　
　
　
崎
駅
南
の
梨
生
産
団

地
と
同
様
か
。

　
　
　
　

同
様
に
受
益
者
負

　
　
　

担
は
５
％
だ
が
、
詳

細
な
額
は
今
後
調
整
す
る
。

　
　
　
　
制
度
上
、
機
構
が

　
　
　
間
に
入
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
所
有
権
は
ど
の
よ

う
な
形
に
な
る
か
。

今
滝
梨
生
産
団
地
造

成
計
画

町
道
通
報
シ
ス
テ
ム

構
築

上
下
水
道
事
業
の
広
域
化

総 務 産 業 常 任 委 員 会

　
　
　
　

所
有
権
は
変
わ
ら

　
　
　

ず
に
、
機
構
が
借
り

受
け
て
担
い
手
に
貸
し
出
す

形
に
な
る
。
期
間
は
20
年
。

や
台
風
の
と
き
な
ど
に
も
利

用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

そ
れ
は
総
務
課
防

　
　
　

災
対
策
係
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
。
で
き
る
も
の

に
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
対
応

　
　
　
済
み
の
返
し
は
し
な

い
の
か
。

　
　
　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

に
載
せ
る
な
ど
し
て

返
し
て
い
き
た
い
。
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答答答

答

答

問

町
職
員
の
定
年
延
長

段
階
的
に
65
歳
ま
で

農
業
委
員
会

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入

国
道
１
７
９
号

　
　
バ
イ
パ
ス
事
業

☆
肥
料
高
騰
対
策
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
た
。
国
７
割
・
県
１
割
の
肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
を
支

援
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
町
も
１
割
支
援
す
る

と
、
全
体
で
９
割
の
支
援
と
な
る
。

☆
中
部
総
合
事
務
所
県
土

整
備
局
計
画
調
査
課
か

ら
、
国
道
１
７
９
号
は
わ

い
バ
イ
パ
ス
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
令
和
８

年
度
完
成
・
供
用
開
始
予

定
と
の
説
明
を
受
け
た
。

☆
町
職
員
の
定
年
が
、
最

答

答答

答答

問

問

問

問

問問

問

問問

　
　
　
　

肥
料
の
２
割
減

　
　
　

が
条
件
に
な
る
こ
と

か
ら
、
収
量
が
減
っ
て
、
収

入
が
減
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

国
が
、
化
学
肥
料

　
　
　

の
２
割
減
を
条
件
と

し
て
き
た
。
化
学
肥
料
を
や

め
て
、
土
壌
分
析
結
果
な
ど

か
ら
、
肥
料
低
減
の
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
い
る
。

　
　
　
　

境
界
立
会
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
す
べ
て
の
方

に
認
識
し
て
も
ら
っ
て
い
る

か
。

　
　
　
　

対
象
に
な
る
方
に

　
　
　

は
す
べ
て
に
伝
え
て

い
る
が
、
当
日
、
出
ら
れ
な

高騰が続く化学肥料

紙資料からタブレットへ移行

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
が
取
り
ま
と

　
　
　
め
体
制
を
検
討
中
と

の
こ
と
だ
が
、
土
壌
診
断
・

生
育
診
断
な
ど
は
、
Ｊ
Ａ
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

一
番
早
い
の
は

　
　
　

Ｊ
Ａ
に
依
頼
さ
れ
る

こ
と
。
民
間
業
者
が
ど
れ
だ

け
や
れ
る
か
把
握
し
て
い
な

い
。

　
　
　
　

再
任
用
と
の
違
い

　
　
　
は
。

　
　
　
　

給
料
が
７
割
相
当

　
　
　

に
な
る
。
退
職
手
当

の
部
分
が
延
長
に
な
る
期
間

に
加
算
さ
れ
る
。

　
　
　
　

定
年
延
長
に
よ

　
　
　
り
、
若
い
職
員
の
採

用
に
弊
害
が
生
じ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　

国
の
指
導
で
も
、

　
　
　

基
本
的
に
年
齢
構
成

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
全
体
を
網
羅

し
た
人
事
採
用
を
す
る
よ
う

に
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

65
歳
か
ら
の
再

　
　
　
任
用
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

現
状
で
は
、
な
い

　
　
　

と
い
う
こ
と
だ
。

　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用

　
　
　
と
は
具
体
的
に
ど
う

使
う
の
か
。

　
　
　
　

予
算
計
上
は
７
台

　
　

 

分
で
、１
台
３
万
９
９
８

円
で
あ
る
。
十
分
な
研
修
が

必
要
だ
と
思
う
。サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、全

国
農
地
ナ
ビ
が
あ
っ
て
、
そ

れ
に
連
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
の
農
地
管
理
シ
ス
テ
ム

を
、全
国
農
業
会
議
所
が
つ

く
っ
て
い
る
。農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
の
結
果
を
全
国
農
地
ナ
ビ

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

肥
料
高
騰
対
策
事
業

総 務 産 業 常 任 委 員 会

肥
料
高
騰
対
策
事
業

　
　
　
　

懸
念
さ
れ
る
事
務

　
　
　
作
業
に
つ
い
て
、
中

部
地
区
で
は
町
農
業
再
生
協

議
会
が
実
施
す
る
こ
と
で
よ

い
か
。

　
　
　
　

取
り
組
み
実
施
者

　
　
　

と
い
う
こ
と
で
、
中

部
地
区
で
は
町
農
業
再
生
協

議
会
が
す
る
こ
と
を
了
解
す

る
よ
う
話
し
合
っ
て
い
る
。

国
道
１
７
９
号

　
　
バ
イ
パ
ス
事
業

い
方
も
あ
る
の
で
、
後
追
い

で
や
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

横
断
が
危
険
だ
と

　
　
　

考
え
る「
町
道
田
後

１
号
線
」と
の
交
差
点
に
は
、

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
の
設
置

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　

具
体
的
な
事
例
を

　
　
　

公
安
委
員
会
に
も
伝

え
、
単
な
る
要
望
で
は
な

く
、
具
体
的
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か
け

た
い
。

　
　
　
　

早
期
完
成
に
向
け

　
　
　
予
算
獲
得
に
は
、
湯

梨
浜
町
・
議
会
と
の
要
望
活

動
も
必
要
で
は
。

　
　
　
　

早
期
供
用
に
取
り

　
　
　

組
ん
で
い
き
た
い
の

で
、
要
望
活
動
に
つ
い
て

は
、
町
長
・
議
長
と
も
連
携

し
て
い
き
た
い
。

町
職
員
の
定
年
延
長

段
階
的
に
65
歳
ま
で

農
業
委
員
会

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
導
入

長
で
65
歳
ま
で
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
、
12
月
議
会

で
条
例
と
し
て
提
案
さ
れ

る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
の

説
明
を
受
け
た
。
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☆
令
和
６・
７
・
10
年
度
に
１
学
級
ず
つ
増
え
る
羽
合
小

学
校
。
特
別
支
援
学
級
も
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
教

室
を
増
築
す
る
。

☆
今
年
度
の
産
後
ケ
ア
事

業
の
利
用
件
数
が
、
当
初

計
画
を
大
幅
に
超
え
る
見

込
み
。

☆
保
育
士
の
賃
金
を
本
年

２
月
か
ら
９
月
ま
で
月

９
千
円
ア
ッ
プ
す
る
事
業

が
あ
る
。
当
初
、
３
園

（
ニ
チ
イ
、
太
養
、
な
が

せ
）
が
実
施
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
町
社
協
に
委

託
す
る
な
が
せ
こ
ど
も
園

は
実
施
し
な
か
っ
た
た

め
、
減
額
補
正
と
な
っ

た
。

答答

答答

答 答

答

答

答

問問

問問

問

問

問

問

問

　
　
　
　

現
在
の
校
舎
と
は

　
　
　
別
に
建
物
を
造
る
の

か
。

　
　
　
　

現
在
の
校
舎
の
中

　
　
　

に
部
屋
を
増
築
す
る

と
割
高
に
な
る
。
別
に
建
物

を
建
て
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　
　
利
用
件
数
増
加
の

　
　
　
背
景
は
。

　
　
　
　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

　
　
　

な
ど
、
一
人
で
育
児

せ
ざ
る
を
え
な
い
人
が
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
妊
娠
期
間

中
に
支
援
が
必
要
な
人
も
い

る
。

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

　
　
　
響
が
子
育
て
世
帯
に

出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

県
外
出
身
の
人
の

　
　
　

場
合
、
祖
父
母
に
子

育
て
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
の

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
　
産
後
ケ
ア
は
親
と

　
　
　
子
の
負
担
を
軽
減
さ

せ
、
病
気
や
虐
待
を
防
ぐ
制

度
と
認
識
し
て
い
る
。
具
体

　
　
　
　
事
業
実
施
に
至
ら

　
　
　
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

　
　
　
　

社
協
内
の
協
議
の

　
　
　

結
果
で
あ
る
。
介
護

事
業
、
事
務
方
な
ど
の
給
与

バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
賃
金
ア
ッ

教 育 民 生 常 任 委 員 会

児童数が増え続ける羽合小学校

　
　
　
　

い
つ
頃
の
完
成
を

　
　
　
目
指
す
の
か
。

　
　
　
　

令
和
６
年
度
に
羽

　
　
　

合
小
学
校
の
特
別
支

援
学
級
が
１
学
級
増
え
る
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
完
成
す
る

予
定
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
子
育
て
に
も
影
響

な
が
せ
こ
ど
も
園
、処
遇

改
善
実
施
に
至
ら
ず

将
来
を
見
通
し
た
増
築
を

将
来
を
見
通
し
た
増
築
を

　
　
　
　

羽
合
小
学
校
は
過

　
　
　
去
に
も
増
築
し
た
経

緯
が
あ
る
。今
後
も
児
童
数
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。将
来
を
見
通
し
た
増
築

計
画
を
立
て
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

文
部
科
学
省
の
補

　
　
　

助
金
は
、
０
歳
か
ら

６
歳
ま
で
の
子
ど
も
数
か
ら

試
算
さ
れ
る
。
転
入
な
ど
で

児
童
が
増
え
た
場
合
を
加
味

す
れ
ば
、
町
の
財
源
で
教
室

を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
現

在
は
、
文
科
省
の
補
助
の
み

を
利
用
す
る
考
え
。

　
　
　
　

児
童
数
増
加
の
対

　
　
　
応
策
と
し
て
増
築
以

外
の
方
法
は
。

　
　
　
　

学
校
、
教
育
委
員

　
　
　

会
で
校
区
の
見
直
し

を
含
め
、
内
部
協
議
を
し
て

い
る
。
校
区
見
直
し
は
十
分

な
協
議
時
間
が
必
要
。
泊
小

学
校
へ
の
特
定
地
域
選
択
制

を
使
う
の
が
良
い
選
択
と
考

え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
子
育
て
に
も
影
響

な
が
せ
こ
ど
も
園
、処
遇

改
善
実
施
に
至
ら
ず

的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

親
や
祖
父
母
に
対

　
　
　

し
て
、
沐
浴
、
離
乳

食
の
講
習
な
ど
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
て
い
る
。

プ
で
経
営
圧
迫
し
、
保
育
士

な
ど
だ
け
処
遇
改
善
は
困
難

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

　
　
　
　
介
護
職
な
ど
も
国

　
　
　
の
補
助
金
で
処
遇
改

善
が
な
さ
れ
た
は
ず
だ
が
。

　
　
　
　

各
担
当
課
と
し
て

　
　
　

各
事
業
部
門
の
話
は

し
て
い
る
が
、
社
協
全
体
の

賃
金
体
系
、
経
営
全
体
の
話

な
ど
は
困
難
で
あ
る
。
保
育

事
業
、
介
護
、
障
が
い
関
係

な
ど
町
が
業
務
委
託
し
て
お

り
、
今
回
の
事
案
を
含
め
社

協
と
協
議
し
た
い
。

町社協が運営するながせこども園
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答

答

答白
ご
は
ん
提
供
に
つ

い
て
12
月
末
ま
で
に

結
論
を
出
し
た
い

臨
海
公
園
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を

☆
羽
衣
石
城
跡
な
ど
の
遺
跡
発
掘
等
調
査
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
、
調
査
を
終
え
る
。
来
年
度
、
そ
の
出

土
品
等
も
含
め
て
年
代
を
特
定
し
て
、
報
告
書
に
ま
と

め
て
い
く
。

☆
前
年
の
こ
ど
も
園
で
の

白
ご
は
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
へ
の
町
の
検
討
結
果
が

示
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
も
あ
り
、
可
否
は
12

月
以
降
と
な
っ
た
。

☆
現
在
、
県
で
は
東
郷
湖

羽
合
臨
海
公
園
パ
ー
ク
ビ

答

答答

問

問

問

問 問

問

　
　
　
　

羽
衣
石
城
遺
跡
発

　
　
　

掘
は
何
年
計
画
で

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

遺
跡
等
か
ら
出
て
き
た
調
度

品
、
物
品
等
を
一
般
町
民
に

公
開
ま
た
は
報
告
す
る
よ
う

な
予
定
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の

　
　
　

第
７
波
の
影
響
で
、

７
月
か
ら
各
こ
ど
も
園
が
毎

週
の
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
っ
て
い
た
。
保
健
所
の
指

導
で
各
年
齢
を
合
流
さ
せ
な

い
保
育
を
実
践
し
て
お
り
、

保
育
士
の
仕
事
量
が
増
加
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
保
育
士
の
確
保
も

で
き
て
い
な
い
。
も
う
少
し
検

討
時
間
が
ほ
し
い
。
12
月
末

ま
で
に
結
論
を
出
し
た
い
。

　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自

　
　
　
由
記
載
欄
に
書
か
れ

た
意
見
に
対
す
る
検
討
状
況

は
。

　
　
　
　

あ
さ
ひ
こ
ど
も
園

　
　
　

の
門
扉
の
改
善
な

ど
、
早
期
に
対
応
す
べ
き
も

の
は
実
施
し
た
。
他
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
時

間
が
ほ
し
い
。

　
　
　
　

回
答
期
限
か
ら
か

　
　
　
な
り
の
時
間
が
経
過

し
た
が
、
検
討
状
況
は
。

東郷湖羽合臨海公園のゲートボール場

遺跡発掘調査の作業風景(十万寺城跡)

教 育 民 生 常 任 委 員 会

　
　
　
　

今
の
予
定
で
は
今

　
　
　

年
度
３
月
ぐ
ら
い
ま

で
に
は
現
地
調
査
を
終
え
、

令
和
６
年
１
月
の
文
化
庁
へ

国
史
跡
の
具
申
を
目
標
に
進

め
て
い
る
。

　

出
土
品
は
、
土
器
の
か
け

ら
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
公

開
で
き
る
と
思
う
。

　
　
　
　

い
つ
頃
を
め
ど
に

　
　
　
検
討
を
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　

令
和
４
年
度
に
県

　
　
　

が
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り

ま
と
め
、５
年
度
に
は
パ
ー
ク

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、方
向
性

を
出
す
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
　
具
体
的
な
話
は
ま

　
　
　

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

２
、３
年
は
か
か
っ
て
し
ま

う
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

　
　
　
　

具
体
的
な
め
ど
と

　
　
　

し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
新
し
い
指
定
管
理
に
な

る
。
そ
れ
に
向
け
た
仕
様
書

づ
く
り
を
、
県
が
す
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
へ

の
改
修
は
、
こ
れ
か
ら
の
話

で
、
長
い
ス
パ
ン
に
な
る
と

思
う
。

羽
衣
石
城
跡
及
び
付つ

け
城じ

ろ
群

の
国
史
跡
申
請
へ

羽
衣
石
城
跡
及
び
付つ

け
城じ

ろ
群

の
国
史
跡
申
請
へ

　
　
　
　
国
史
跡
の
申
請
が

　
　
　
一
つ
の
目
標
だ
と
思

う
。
申
請
に
向
か
う
過
程
も

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
町

の
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
思

う
。
情
報
発
信
の
工
夫
も
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

国
史
跡
に
な
っ
た

　
　
　

後
に
は
、
活
用
方
法

が
問
わ
れ
る
。
活
用
計
画
を

作
成
し
、
観
光
等
も
含
め
て

活
用
を
し
て
い
き
た
い
。

白
ご
は
ん
提
供
に
つ

い
て
12
月
末
ま
で
に

結
論
を
出
し
た
い

臨
海
公
園
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を

ジ
ョ
ン
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
同
公
園
の
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
、
活
用
を
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
利
用
頻
度

が
少
な
い
催
物
広
場
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
、
町

民
の
要
望
が
強
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
へ
の
改

修
検
討
を
要
請
し
た
。
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株
式
会
社�

山
陰
合
同

銀
行
（
以
下「
ご
う
ぎ

ん
」と
い
う
。）
が
行
う

泊
支
所
敷
地
内
へ
の
屋

外
設
置
型
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設

置
・
維
持
に
係
る
費
用

４
１
３
万
円

　

利
用
者
の
減
少
等
の
理

由
で
、
存
続
が
難
し
い
状

況
に
あ
っ
た
、
ご
う
ぎ
ん

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
廃
止
は
、
地

域
住
民
の
利
便
性
の
低
下

や
過
疎
化
が
進
行
す
る
要

☆
町
所
有
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
３
号
車
の
老
朽
化
に

伴
う
更
新
の
入
札
結
果
が

報
告
さ
れ
た
。
落
札
業
者

は
、
株
式
会
社
真
木
自
動

車
、
29
人
乗
り
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
購
入
金
額
は

１
０
３
９
万
８
千
円
。

・�

ス
マ
ー
ト
農
業
の
社
会

実
装
に
向
け
、
機
械
な

ど
の
導
入
経
費
を
支
援

す
る
。
認
定
農
業
者
の

ド
ロ
ー
ン
防
除
機
購
入

を
支
援
す
る
。

１
６
８
万
円

　

水
田
の
ほ
か
、
近
隣
の

果
樹
園
の
農
薬
の
散
布
に

使
用
で
き
る
か
実
証
す

る
。

・�

建
設
工
事
費
増
額
補
正

２
４
８
４
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
等
の
影
響
に
よ
る

建
設
資
材
や
機
械
設
備
の

値
上
が
り
分
を
次
の
と
お

り
追
加
で
予
算
計
上
。

・
放
流
渠　

３
３
０
万
円

・
管
理
棟　

４
０
９
万
円

・
機
械
設
備
８
９
４
万
円

・
電
気
設
備
８
５
１
万
円

　

竣
工
は
、
本
年
10
月
７

日
。

(

関
連
記
事
は
19
ペ
ー
ジ)

・�

電
気
代
等
の
高
騰
が
継

続
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
６
月
、
７
月
に

行
っ
た
光
熱
費
助
成
を

継
続
実
施
す
る
。

１
８
６
８
万
円

　

対
象
は
、
前
回
と
同
様

に
生
活
保
護
世
帯
や
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
生
活

　
令
和
３
年
度
決
算
17
議

案
を
は
じ
め
、
補
正
予

算
、
条
例
改
正
な
ど
33
議

案
と
諮
問
１
件
を
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案

(

意
見
書)

１
件
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

補
正
予
算

そ
の
他

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
存
続
維
持

ス
マ
ー
ト
農
業

　
　
　
促
進
事
業

龍
島
ポ
ン
プ
場

　
い
よ
い
よ
竣
工

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
更
新

光
熱
費
助
成
事
業 期待されるドローン防除機

更新予定のマイクロバス３号車

老朽化で床が抜けたため
鉄板で補修した車内

９月
定例会

一般会計補正予算
3億4932万円を追加
105億7172万円

総額

因
と
な
る
こ
と
か
ら
泊
支

所
敷
地
内
へ
の
移
設
存
続

が
決
ま
っ
た
。

困
窮
世
帯
（
１
５
０
０
世

帯
）
と
し
、
６
か
月
分

１
万
４
千
円
を
助
成
す

る
。
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新たな過疎対策に向けて
〜令和4年4月から東郷地域も過疎地域に指定〜

　令和２年国勢調査の結果に基づき、令和４年４月１日から新たに東郷地域（旧東郷町）が「一部
過疎」として過疎地域の指定を受けました。すでに泊地域（旧泊村）も「一部過疎」の指定を受け
ており、令和３年９月に、令和３年度から令和７年度までを計画とする「湯梨浜町過疎とみなされ
る区域に係る持続的発展計画」を策定しましたが、このたび東郷地域が新たに指定されることに伴
い、計画が変更されました。

　地域の人口が減り、その地域に暮らす人の生活水準や生産機能の維持が困難になってしまう状態
になった地域のこと。

　国が、合併前の市町村を過疎地域とみなし指定する
こと。

　大きなメリットとして、国の補助率のかさ上げと、過疎対
策事業債（過疎債）の活用が代表的です。町では、大きな事
業をするときに借金をすることがありますが、過疎債を活用
した場合は、借金のうち７割が地方交付税として国から交付
されるため、町は３割の負担で、道路などの整備や公共施設
の改修などを計画的に行うことが可能になります。

議員注目の施策
！！

◆過疎地域とは？

◆一部過疎とは？

◆過疎地域に指定されるとどうなるの？

　竹林整備で
　 生活環境保全 JR松崎駅整備

今滝梨生産団地
整備事業

　竹林整備で
　 生活環境保全 JR松崎駅整備

今滝梨生産団地
整備事業

鉢伏地区の荒廃竹林を再整備
し、生活環境を保全

JR松崎駅のトイレ洋式化・
バリアフリー化をJRと協議

北福・漆原地内に団地を整備し、
　　　　平坦地栽培への
　　　　　移行を促進

　農業集落排水
　 施設間の接続
　農業集落排水
　 施設間の接続

コミュニティーの
育成・人づくり

計画的に再生・更新などを目
的とした施設の統廃合を

検討する

地域活動のリーダー等の人材
を発掘・育成し、その人材を
活用した学習の場を提供

コミュニティーの
育成・人づくり

議員注目の施策
！！
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陳 情 審 査 結 果  
常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　名 陳情者名 採決結果

女性トイレの維持及びその安心安全

の確保について（陳情）

女性スペースを守る会

─ LGBT法案における

『性自認』に対し慎重な議

論を求める会 ─　　

　共同代表

　　飯野香里・井上恵子

　　永田マル・山田響子

不 採 択

労働安全衛生規則等の改正が、
公的な建物内等の不特定多数が
使うトイレにおいても、独立個
室型のトイレ１個で足りるとい
う傾向を助長させるとは思えな
い。

沖縄を「捨て石」にしない安全保障

政策を求める意見書の提出を求める

陳情

辺野古を止める！全国基地

引き取り緊急連絡会

　代表　漆山　ひとみ

不 採 択

私達国民は、一時たりとも沖縄
を差別に考えたことはなく、等
しく日本国民として認識するも
のである。一日も早く基地に移
転を終え、安全・安心な日々を
共有したいと願っている。

会計年度任用職員の処遇改善に向け

た法改正と雇用安定を求める陳情

自治労鳥取県本部

　執行委員長　山口　一樹

湯梨浜町職員労働組合　　　

　執行委員長　中村　武史

採　　択

全会一致

（国に意見書を提出）

本会議での採決結果 ９月定例会
　議案の裁決は、濱中議長を除く11人で行います。今定例会に提出された議案はすべて

全会一致で可決及び認定しました。
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議会運営委員会
視察報告
～国会議員への陳情・タブレット端末の活用による議会ＩＣＴ化の取り組みに向けて～ 
8 9 東京都千代田区

（衆議院会館・参議院会館）
　湯梨浜町が直面している重要な課題下
記３点について、鳥取県選出国会議員に面
談し陳情活動を実施した。
①医療的ケア児の就学に対する支援
②地方創生推進交付金の拡充
③参議院議員選挙における合区の解消

811 神奈川県開成町議会
　タブレット端末導入先進地である神奈川
県開成町議会において、下記４点について
調査した。
①タブレット端末の運用について
②ウェブサイトについて
③議会広報誌について
④議会広報誌のＩＣＴ化について

総務産業常任委員会

視察報告　～地域新電力事業の取り組みを研究～ 

725 秋田県鹿角市役所
　秋田県鹿角市は、豊富な森林資源や電
力自給率300％を超える再生可能エネル
ギーを有し、令和４年３月１４日には、２０３０
年までには二酸化炭素排出量実質ゼロに
する「ゼロ・カーボンシティ」の実現を目指す
と宣言している。
　総務産業常任委員会では、現在、湯梨浜
町・北栄町・琴浦町を一つのエリアとして
「地域経済の活力化」「脱炭素社会実現」を
目的として地域新電力「鳥取中部みらい電
力」が、官民連携のもと民間主導で事業提
案されている。

委 員 会 レポート

＜まとめ＞
　開成町議会におけるＩＣＴ化については、業者に依頼せず議会事務局と協力しながら動画
作成をするなど、低コストでタブレット端末の機能を最大限に駆使しながらの活用がなされて
いた。
　湯梨浜町においても、議会のＩＣＴ化推進は
喫緊の課題であり、タブレット端末利用研修会
の実施、さらに、議会ＩＣＴ化推進委員会を設
置し、議会の情報発信、災害時の危機管理対
応など検討していく必要性を強く感じた。

＜まとめ＞
　鹿角市には、電力自給率３７３％もの再生
可能エネルギーは存在するが、地域資源を
発電業者と地元が共生することは困難で
あり、電力市場価格高騰などの現状からす
ると、「かづのパワー」への補助金投入を継
続しなければ維持できないと考察する。
　「地域経済の活性化」「脱炭素社会の実
現」「ゼロ・カーボンシティの宣言」など鹿角
市の姿勢は評価するが、事業展開に無理
があると考えることから、本町では現状に
おいて予算措置の必要は感じない。
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町政を問う町政を問う一般
  質問

議会でもICT活用が進む

【
問
】
①
新
潟
県
の
旧
・
山

古
志
村
（
現
・
長
岡
市
）
で

行
わ
れ
て
い
る
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
や

Ｄ
Ａ
Ｏ
を
利
用
し
た
地
域
活

性
化
、
関
係
人
口
・
交
流
人

口
の
創
出
に
つ
い
て
本
町
の

考
え
方
は
。

②
Ｗ
ｅ
ｂ
3.0
と
言
わ
れ
る
新

時
代
到
来
に
向
け
、
仕
事
や

生
活
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
、
Ｉ
Ｔ
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
本
町
の
意

向
は
。

③
メ
タ
バ
ー
ス
の
入
口
は

ゲ
ー
ム
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、現
状
で
は
、ゲ
ー
ム
は
制

限
の
対
象
で
あ
る
。新
時
代

を
捉
え
る
た
め
の
住
民
の
学

び
の
機
会
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、本
町
の
考
え
方
は
。

【
町
長
】
①
山
古
志
住
民

会
議
の
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）
」
の
取
組
み
は
、
地
域

づ
く
り
の
可
能
性
を
予
感
さ

せ
る
。
過
疎
対
策
の
手
段
の

可
能
性
を
探
り
な
が
ら
勉
強

し
た
い
。
現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
い
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

「
ゆ
り
は
ま
フ
ェ
ロ
ー
」
で

関
係
人
口
の
創
出
に
努
力
し

て
い
る
。

②
次
世
代
「
分
散
型
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
」
Ｗ
ｅ
ｂ
3.0
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
新
時
代
対

応
に
つ
い
て
、
状
況
を
見
定

め
県
、
国
と
情
報
共
有
し
新

し
い
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備
に
努
め

た
い
。

【
教
育
長
】
③
現
在
、
公
民

館
で
は
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

し
学
習
機
会
を
設
け
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
メ
タ
バ
ー
ス

の
利
用
の
仕
方
の
要
望
も
高

ま
れ
ば
学
習
機
会
を
設
け
て

い
き
た
い
。

※
Ｎ
Ｆ
Ｔ
：
シ
リ
ア
ル
ナ
ン

バ
ー
の
つ
い
た
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
：
分
散
型
自
立
組

織
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
時

代
の
新
し
い
組
織
形
態
。

小
お

川
がわ

　　遊
ゆう

質問者 質　問　事　項 ページ
小川　　遊 テクノロジー新時代においても魅力と活気あふれるまちづくりを １２

中森圭二郎
若者が町づくりに参加できる仕組みを

１３
パートナーシップ宣誓制度の導入は

松岡　昭博
町のめざす図書館とは

１４
龍鳳閣とゆ～たうんの運営状況は

信原　和裕
情報化社会進展でどうなる学校教育

１５
増え続ける不登校児童・生徒等への対応は

増井　久美
住宅移転は町民に寄り添った対応を

１６
学校給食費の無償化を

米田　強美
投票率の向上を

１７
さらなる子育て支援の充実を

９月定例会では、６人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

テクノロジー新時代においても
魅力と活気あふれるまちづくりを
町長 モデルケースを見習い努力
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若者が町づくりに参加できる
仕組みを

中
なか

森
もり

　圭
けい

二
じ

郎
ろう

【
問
】
第
４
次
総
合
計
画
策

定
時
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
多
く
の
町
民
が
「
子

ど
も
や
若
者
が
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
よ

う
な
機
会
の
提
供
」
を
求
め

て
い
た
。
本
町
で
は
、
若
者

へ
の
機
会
提
供
に
つ
い
て
現

状
で
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

　

愛
知
県
新
城
市
で
は
、
高

校
生
、
大
学
生
、
若
手
社
会

人
、
市
役
所
若
手
職
員
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
「
若
者
政
策

ワ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
組
織

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
湯
梨

浜
町
で
も
、
若
者
の
声
を
政

策
に
取
り
入
れ
る
仕
組
み
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
湯
梨
浜
町
第
４
次

総
合
計
画
の
策
定
の
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

そ
の
中
で
「
子
ど
も
や
若
者

が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
で
き
る
よ
う
な
機
会
の

提
供
」
が
最
も
多
か
っ
た
。

　

町
と
し
て
町
民
参
画
の

「
ま
ち
づ
く
り
創
造
事
業
」

「
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業
」
な
ど
を
創
っ
て
い
る
。

若
者
だ
け
に
限
定
し
て
は
い

な
い
が
若
者
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
ほ
し
い
。

　

新
城
市
は「
新
城
市
若
者

条
例
」「
新
城
市
若
者
議
会
条

例
」を
制
定
し
、
若
者
の
意

見
を
市
政
に
反
映
す
る
仕
組

み
を
設
け
て
い
る
。
町
と
し

て
若
者
と
の
意
見
交
換
会
を

行
う
な
ど
、
推
進
し
た
い
。

町長 若者との意見交換会など推進

【
問
】
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の

方
か
ら
、
一
般
的
な
啓
発
以

外
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
を

支
援
す
る
事
業
が
少
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
現
在
、
湯
梨

浜
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
あ
る
か
。
町
営
住
宅
の

入
居
や
「
若
者
夫
婦
・
子
育

て
世
代
住
宅
支
援
事
業
補
助

金
」
と
い
っ
た
申
請
で
、

「
夫
婦
」
で
あ
る
こ
と
が
要

件
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
が
申
請
し
た

場
合
、
現
状
で
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

　

境
港
市
で
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。
湯
梨
浜
町
で
も
、
制

度
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

【
町
長
】
現
在
、
町
で
は
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
の
相

談
や
質
問
は
受
け
て
い
な
い
。

現
在
は
、
夫
婦
で
あ
る
こ
と

が
要
件
に
な
っ
て
い
る
申
請

は
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

本
町
で
は
「
夫
婦
」
が
規

定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
12

件
、「
結
婚
」
が
規
定
さ
れ

て
い
る
も
の
が
12
件
、「
婚

姻
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も

の
が
38
件
あ
る
。

　

町
独
自
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
る
運
動
、
総
合
計
画
に
定

め
る
学
習
機
会
や
情
報
提
供

だ
け
で
な
く
、
多
様
性
を
認

め
、
住
み
や
す
い
町
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
も
前
向

き
な
検
討
を
し
て
み
た
い
。

※
こ
の
ほ
か
、「
道
路
情
報
ア

プ
リ
の
導
入
に
よ
る
住
民
参

加
を
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

の
導
入
は

町長

前
向
き
に
検
討
し
て
み
た
い
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松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

【
問
】
図
書
館
は
、
教
養
、

調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
資
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

①
図
書
館
は
、
図
書
館
法
に

よ
り
設
置
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
本
町
は
そ
の
基
準

に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
の
か
。

②
図
書
館
利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

③
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と

し
て
、
満
足
度
80
％
以
上
の

図
書
館
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
図
書
館
を
め
ざ
し

て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
①
町
内
の
図
書

館
は
、
国
の
「
図
書
館
設
置

基
準
」
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た

「
町
教
育
大
綱
」
等
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

幅
広
い
分
野
の
図
書
の
整

備
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
資

料
の
収
集
・
保
存
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
学
び
の

機
会
と
場
所
の
提
供
等
を

行
っ
て
い
る
。

②
「
図
書
館
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
」
は
、
質
問
内
容
の

検
討
に
時
間
が
と
ら
れ
未
実

施
。

③
町
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、

気
軽
に
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
図
書
館
を
め
ざ
す
。

健康増進器具を整備している龍鳳閣
（引地）

多様な図書を揃えた図書館
（龍島）

町のめざす図書館とは

教育長 気軽に気持ちよく利用できる
図書館

龍
鳳
閣
と
ゆ
～
た
う
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
運
営
状
況
は

町長

両
施
設
と
も
黒
字

【
問
】
龍
鳳
閣
は
、
住
民
の

健
康
増
進
、
福
祉
向
上
と
観

光
振
興
、
そ
し
て
ゆ
～
た
う

ん
は
、
住
民
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
観
光
振
興
を
目
的
に
設

置
さ
れ
、
ゆ
り
は
ま
温
泉
公

社
に
管
理
委
託
さ
れ
て
い

る
。

①
施
設
の
町
民
の
利
用
状
況

や
管
理
委
託
料
、
経
営
状
況

を
踏
ま
え
、
施
設
の
設
置
効

果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

②
施
設
の
経
営
課
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
運
営
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】
①
令
和
３
年
度
実

績
で
は
、
龍
鳳
閣
の
利
用
者

が
約
９
万
人
で
町
内
が
４

割
、
ゆ
～
た
う
ん
利
用
者
が

約
６
万
６
千
人
で
町
内
が
５

割
。
管
理
運
営
費
は
、
ゆ
り

は
ま
温
泉
公
社
と
の
５
年

契
約
。
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍

で
利
用
者
が
減
り
、
令
和

２
年
度
に
１
０
０
万
円
、

３
年
度
に
70
万
円
ず
つ
の

支
援
を
し
た
が
、
売
店
収
入

を
入
れ
れ
ば
と
も
に
黒
字
。

②
老
朽
化
し
た
施
設
設
備
の

改
修
が
課
題
だ
が
、
コ
ロ
ナ

禍
が
終
わ
れ
ば
利
用
者
の

回
復
は
十
分
見
込
め
る
。
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１人１台のタブレットを使った授業

【
問
】
情
報
化
社
会
進
展
の

中
で
平
成
30
年
度
か
ら
進
め

ら
れ
て
い
た
「
情
報
機
器
整

備
業
務
」
は
、
今
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
。

①
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
大
型
提
示
機
器
等
の
整
備

費
用
、
今
後
の
必
要
経
費
や

課
題
は
。

②
情
報
機
器
を
使
っ
た
授

業
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
進

展
で
の
学
校
・
教
員
の
あ
り

方
の
変
化
・
影
響
は
。

③
子
ど
も
た
ち
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
せ
て
い

る
か
。
さ
ら
に
、
学
力
差
が

開
い
て
な
い
か
。
目
な
ど
に

悪
影
響
は
出
て
い
な
い
か
。

【
教
育
長
】
①
整
備
費
用
は
、

１
億
５
８
０
０
万
円
、
今
後

の
必
要
経
費
は
１
２
０
０
万

円
の
年
間
経
費
と
更
新
費

用
。
課
題
は
、
有
効
な
活
用

方
法
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
と
機
器
の
更
新
。

②
情
報
機
器
の
操
作
方
法
を

指
導
で
き
る
教
職
員
が
８
割

以
上
い
る
。
研
修
な
ど
を
行

い
、
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。

③
小
・
中
学
校
の
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
学
習
は
分
か
り
や
す

い
と
回
答
。
ま
た
、
理
解
度

に
応
じ
た
教
材
が
あ
り
、
学

力
に
応
じ
た
学
習
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

視
力
障
が
い
対
策
は
、
学

校
と
協
力
し
な
が
ら
や
っ
て

い
く
。

【
問
】
過
去
10
年
間
で
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
は
小
学
校

で
５
倍
、
中
学
校
で
は
横
ば

い
で
あ
る
。

　

特
別
支
援
学
級
児
童
・
生

徒
は
、
小
学
校
・
中
学
校
と

も
に
約
２
倍
に
増
え
て
い

る
。

①
な
ぜ
、
不
登
校
や
特
別
支

援
学
級
在
籍
の
児
童
・
生
徒

が
急
激
に
増
え
た
の
か
。
対

応
は
適
切
だ
っ
た
か
。

②
不
登
校
や
特
別
支
援
学
級

在
籍
の
児
童
・
生
徒
へ
の
情

報
機
器
事
業
の
影
響
は
ど
う

か
。
課
題
・
展
望
は
。

③
不
登
校
や
特
別
支
援
学
級

の
児
童
・
生
徒
の
義
務
教
育

終
了
後
の
進
路
や
あ
り
方
は

ど
う
か
。
そ
れ
ら
を
展
望
し

た
教
育
・
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
教
育
長
】
①
小
・
中
学
校

の
不
登
校
出
現
率
は
、
８
年

連
続
し
て
高
く
な
っ
て
い

る
。
原
因
は
、
複
雑
化
、
多

様
化
し
て
い
る
が
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
配

置
し
て
お
り
、
改
善
に
向

か
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

特
別
支
援
学
級
へ
の
入
級

や
教
育
は
、
本
人
・
保
護
者

の
要
望
に
対
応
す
る
よ
う
制

度
が
変
わ
り
、
生
徒
数
は
増

加
傾
向
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
興
味
を

持
っ
て
、
学
習
に
取
り
組
む

生
徒
が
増
え
た
。
不
登
校
生

徒
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
有
効
。
ま
た
、
操
作
が
得

意
な
生
徒
に
は
、
学
び
の
幅

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

③
中
学
校
の
不
登
校
生
徒

の
進
学
先
は
、高
校
、専
修

学
校
。特
別
支
援
学
級
は
高

校
、支
援
学
校
高
等
部
。進
路

に
つ
い
て
は
本
人
、保
護
者

の
希
望
を
考
慮
し
て
い
る
。

増
え
続
け
る
不
登
校
児
童
・
生
徒

等
へ
の
対
応
は

教育長

本
人
・
保
護
者
の
要
望
に
対
応

信
のぶ

原
はら

　和
かず

裕
ひろ

特別支援学級での授業風景

情報化社会進展でどうなる
学校教育
教育長 学力に応じた学習につながる
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建築中の新長江団地
（レークサイド・ヴィレッジゆりはま）

増
ます

井
い

　久
く

美
み

【
問
】
新
た
に
建
設
さ
れ
る

「
新
長
江
団
地
」
が
12
月
に

完
成
予
定
と
な
り
、
対
象
者

か
ら
不
安
や
疑
問
の
声
が
出

て
い
る
。
家
賃
が
６
年
後
に

上
が
る
と
い
う
点
や
、
引
っ

越
し
費
用
に
つ
い
て
で
あ

る
。　
　

　

引
っ
越
し
費
用
に
つ
い
て

は
自
分
で
立
替
え
、
そ
の
後

に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
説
明

が
あ
り
、
「
話
が
違
う
の
で

は
な
い
か
」
と
い
っ
た
声
を

聞
い
て
い
る
。
町
営
住
宅
に

は
高
齢
の
方
も
多
く
、
不
安

の
声
が
出
る
の
も
当
然
だ
と

思
う
。

　

家
賃
の
減
額
制
度
や
引
っ

越
し
費
用
を
町
が
負
担
す
る

な
ど
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
令
和
２
年
の
第
１

回
の
説
明
会
で
、
新
築
物
件

な
の
で
家
賃
の
増
額
は
避
け

ら
れ
な
い
と
、
説
明
し
て
い

た
。
以
前
の
家
賃
を
超
え
た

分
を
減
額
対
象
と
し
、
段
階

的
に
上
げ
て
６
年
目
に
本
来

の
家
賃
と
な
る
。

　

引
っ
越
し
費
用
は
、
町
が

直
接
全
額
負
担
を
予
定
し

た
。
た
だ
事
業
費
の
算
定
が

で
き
ず
、
個
人
の
立
替
払
い

と
説
明
し
た
た
め
、
不
満
や

不
安
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

現
在
、
町
が
業
者
へ
直
接
支

払
う
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。

住宅移転は町民に寄り添った
対応を
町長 引っ越し費用の支払方法を検討中

【
問
】
昨
年
の
12
月
議
会
に

お
い
て
、
町
は
食
品
価
格
高

騰
に
よ
る
給
食
費
の
値
上
げ

分
の
補
助
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
評
価
を

し
て
い
る
が
、
も
う
一
歩
先

に
進
め
て
完
全
無
償
化
を
し

て
は
ど
う
か
。

　

県
内
で
は
、
若
桜
町
・
大

山
町
・
智
頭
町
な
ど
無
償
化

に
踏
み
出
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
子
育
て
世
代
の
応
援

に
も
な
る
。

　

ま
た
食
品
値
上
げ
の
中
で

多
く
の
家
庭
が
食
費
を
切
り

詰
め
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
一
日
一
食
で
も
き
ち
ん

と
し
た
栄
養
を
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
望

み
た
い
。

【
教
育
長
】
給
食
費
の
値
上

げ
に
対
し
て
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
と
質
の
維
持
を
図
る

た
め
、
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し

て
支
援
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
今
年
度
１
年
間
限
り
と

理
解
し
て
い
る
。

　

給
食
費
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
学
校
給
食
法
の
規
定
が

あ
り
、
食
材
は
保
護
者
の
負

担
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
行
政
か
ら
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
状

況
、
食
材
価
格
の
状
況
、
家

庭
負
担
の
状
況
、
給
食
会
計

の
状
況
な
ど
を
注
視
し
、
町

長
部
局
と
協
議
し
、
令
和
５

年
度
の
予
算
編
成
過
程
で
検

討
し
た
い
。

配送も大切な仕事
（学校給食センター）

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

教育長

来
年
度
の
予
算
で
一
部
支
援
へ
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　出典：総務省ホームページ
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　　 main_content/000802593.pdf）

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を

町長

よ
り
一
層
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
充
実
を
図
る

【
問
】
①
明
石
市
で
は
、
子

ど
も
の
暮
ら
し
や
す
さ
や
子

育
て
の
し
や
す
さ
に
重
点
を

置
い
た
政
策
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
が
生
ま
れ
て

い
る
。
子
ど
も
を
核
と
し

た
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

所
見
を
問
う
。

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
、
さ
ら
な
る
充
実
が
望
ま

れ
る
が
、
所
見
を
問
う
。

③
鳥
取
市
の
産
後
ケ
ア
施
設

が
、
入
浴
と
食
事
を
ゆ
っ
く

り
と
楽
し
む
企
画
を
開
始
し

好
評
で
あ
る
。
町
内
で
も
実

施
し
た
い
子
育
て
支
援
団
体

が
あ
り
、
連
携
し
て
推
進
す

る
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
問

う
。

【
町
長
】
①
明
石
市
の
特
徴

的
な
施
策
は
、
５
つ
の
無
料

化
政
策
（
子
ど
も
の
医
療

費
・
保
育
料
・
お
む
つ
・
中

学
校
給
食
・
遊
び
場
）
と
全

小
学
校
区
に
「
子
ど
も
食

堂
」
の
開
設
な
ど
。
今
後
の

支
出
計
画
・
事
業
の
費
用
対

効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
実

施
で
き
そ
う
な
も
の
を
参
考

と
し
た
い
。

②
利
用
者
の
要
望
に
も
応

じ
、
よ
り
一
層
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

③
産
前
産
後
の
妊
産
婦
、
ま

た
そ
の
ご
家
族
に
あ
っ
た
支

援
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
病

院
、
助
産
師
等
と
も
連
携
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
①
投
票
し
て
も
意
味

が
な
い
と
諦
め
る
若
者
が
非

常
に
多
い
。
自
分
の
行
動
で

国
や
社
会
を
変
え
ら
れ
る
と

い
う
成
功
体
験
が
大
切
だ
と

考
え
る
。
ま
た
、
若
者
の
情

報
収
集
で
は
イ
メ
ー
ジ
動
画

な
ど
で
、
ぱ
っ
と
し
た
印
象

を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。

情
報
を
読
み
解
く
力
を
高
め

る
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
教

育
長
の
所
見
を
問
う
。

②
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
障

が
い
を
持
つ
人
な
ど
、
交
通

弱
者
の
配
慮
が
大
切
。
浜
田

市
で
は
、
自
動
車
を
利
用
し

た
移
動
期
日
前
投
票
所
を
開

設
し
て
い
る
。
投
票
環
境
の

向
上
や
、
移
動
支
援
に
つ
い

て
町
長
の
所
見
は
。

【
教
育
長
】
①
学
習
や
活
動

を
と
お
し
て
、
児
童
生
徒
の

政
治
へ
関
心
を
高
め
る
こ
と

や
、
成
功
体
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
若
い
世
代
の
投

票
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

（
情
報
を
読
み
解
く
力
・
情

報
活
用
能
力
）
を
高
め
る
取

組
み
も
行
っ
て
い
く
。

【
町
長
】
②
議
員
例
示
の
浜

田
市
で
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

対
策
（
移
動
式
投
票
）
が
と

ら
れ
て
い
る
。
研
究
し
て
み

た
い
が
、
現
在
は
考
え
て
い

な
い
。
障
が
い
が
重
度
の
方

等
の
移
動
支
援
な
ど
、
需
要

や
必
要
性
を
考
慮
し
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
も
持
ち
か
け

た
い
。

ベビーマッサージで親子のふれあい
（はわいこども園子育て支援センター）

教育長

投票率の向上を
学習・活動を通し政治への関心
を期待
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皆さんのご意見にお答えします皆さんのご意見にお答えします

　令和４年度の「意見交換会」は、新型コロナウイルス感染状況を考慮し、中止とさせていただ
きます。議会や行政に対するご意見・ご提案は、議会事務局へメール、FAXまたは郵送などで
お送りください。
　また、スマートフォンからも気軽にお送りいただけます。右のＱＲコードからア
クセスしてください。お寄せいただいたご意見・ご提案は担当委員会で協議し、議
会だよりなどで回答させていただきます。

　議会・行政に対する意見・提言を求める通知を送付いたします。意見等がございましたら、通
知に同封している返信封筒で議会事務局へお送りください。なお、団体、委員会等で議員と意見
交換を行いたい希望がございましたら、遠慮なく議会事務局にご連絡ください。その場合は、交
換会の課題となるテーマ、質問事項等を事前にお知らせいただきますようお願いいたします。

　皆さんから、たくさんのご意見、ご提案をいただき、ありがとうございました。
　ゆりはま議会だよりVol.74に掲載しきれなかったご意見、ご提案を掲載します。

問

問

問

答

答

答

議会改革にデジタル機器を活用

マイク機材更新

少数意見も尊重

議会改革の現状は。また、町民に身近な議会にするにはどのような改革をするのか。

議会動画は、発言者の声が全く拾えない場面があり改善を望む。また、本会議の録画中継も町ホー
ムページで放映されることを望む。

会議での住民代表の声、あるいは採用にならなかった意見等にも着目してほしい。

デジタル機器を活用した議会運営を行い、積極的に情報発信を推進していきたい。また、デジタル
機器の活用が難しい方に対しては、引き続き議会広報を発行して情報発信を行っていきたい。

動画音声については、本年度中にマイク機材を更新予定のため改善される見込み（以下を参照）。
ホームページの活用については、更に鋭意改善に向けて努力していきたい。なお、本会議のイン
ターネット中継については、実施できるように研究を進めていくが、サーバー等の関係で難しいと
言われている。

今後も、少数意見を加味し、行政施策に対する検討を進めていきたい。

「住民と議会の意見交換会」は中止します
皆さんの声をお聞かせください

このたび９月に、議員控室のマイクを更新
しました。音声が聞き取りやすくなるとと
もに、一人１台のマイクになったため、新
型コロナウイルス感染対策も図れます。

各区長さまへ
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・�

漁
業
者
燃
油
高
騰
対
策

支
援
事
業

２
０
８
万
円

　

町
在
住
の
漁
業
協
同
組

合
員
の
う
ち
、
燃
油
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
漁
業
者

に
対
し
、
燃
油
の
種
類
お

よ
び
漁
船
の
重
量
に
応
じ

て
給
付
金
を
支
給
す
る
。

・�

燃
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業

６
４
万
円

　

燃
油
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
た
め
、
町
内
介
護
福

祉
事
業
所
20
事
業
者
の
送

迎
車
に
燃
料
費
を
助
成
す

る
。

・�

新
時
代
対
応
型
事
業
展

開
支
援
事
業５

０
０
万
円

　

町
内
事
業
者
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
変
容

し
た
生
活
様
式
や
市
場
に

対
応
し
な
が
ら
、
事
業
継

続
を
促
進
す
る
目
的
で
、

当
初
予
算
２
５
０
万
円
に

５
０
０
万
円
を
増
額
し
て

支
援
す
る
。

・�

感
染
対
策
継
続
支
援

１
３
０
２
万
円

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し

た
自
治
会
が
行
な
う
整
備

へ
の
支
援
を
継
続
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
予
防
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
継
続

を
図
る
。

・�
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣

化
促
進
事
業５

２
０
万
円

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
東
郷
小
・
泊
小
の
児

童
に
直
接
、実
技
指
導
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
の
大
切
さ

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の

役
割
を
伝
え
る
事
業
。
指

導
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

は
、
キ
ッ
ズ
健
幸
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ

る
。

　

子
ど
も
た
ち
自
身
が
運

動
習
慣
を
身
に
つ
け
、
ま

た
運
動
習
慣
の
大
切
さ
を

　

７
月
臨
時
会
は
、
７
月

28
日
に
１
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
２
議
案
、
物

品
売
買
契
約
の
変
更
３
議

案
の
計
５
議
案
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
承
認
及
び
可
決
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

補
正
予
算

漁
業
の
支
援

新
分
野
進
出
に
よ

る
業
態
転
換
な
ど

を
支
援

各
自
治
体
へ
の
感
染
症

対
策
用
品
整
備
等
に
係

る
補
助
金
を
支
援

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
選
手
か
ら
指
導

自
動
車
の
燃
料
費

助
成

地域で待たれた龍島ポンプ場

龍
島
ポ
ン
プ
場
通
水
開
始

龍
島
ポ
ン
プ
場
通
水
開
始

　

町
が
、
平
成
30
年
か
ら

松
崎
地
区
内
水
対
策
事
業

と
し
て
建
設
工
事
に
着
手

し
た
「
龍
島
排
水
機
場

（
ポ
ン
プ
場
）
」
が
完
成

し
、
10
月
７
日
に
竣
工
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
周
辺
の
龍
島
・
旭

地
区
で
は
、
近
年
、
台
風

や
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ

り
床
上
浸
水
を
伴
う
被
害

が
発
生
し
て
お
り
、
治
水

対
策
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
周
辺
の

住
宅
地
や
温
泉
施
設
を
内

水
氾
濫
か
ら
守
る
た
め
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
排

水
能
力
が
毎
秒
2.8
ト
ン
あ

り
、
１
時
間
に
50
ミ
リ
の

非
常
に
激
し
い
雨
が
降
っ

て
も
、
住
宅
地
に
溜
ま
っ

た
水
を
東
郷
池
に
排
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７月
臨時会

一般会計補正予算
コロナ対策を中心に

5946万円増額

家
族
や
地
域
の
高
齢
者
に

伝
え
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
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議会を傍聴してみませんか

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　Ｉ
Ｏ
Ｔ
、Ｎ
Ｆ
Ｔ
、Ｄ
Ａ
Ｏ
、メ

タ
バ
ー
ス
、Ｖ
Ｒ
、Ｗｅ
ｂ
3.0
、ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、ト
ー
ク
ン
、Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
な
ど
。若
手
議
員
か
ら

続
々
と
デ
ジ
タ
ル
関
連
用
語
が

出
て
く
る
。

　
映
画「
ア
バ
タ
ー
」や「
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
」な
ど
、映
像
を
見
て

未
来
の
こ
と
と
感
じ
て
い
た

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
、仮
想
空
間
と
現
実
社
会
の

融
合
が
展
開
さ
れ
る
社
会
と

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
我
々
、議
会
・
行
政
も
よ
う

や
く
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
目
指
し
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
た
が
、先
進

地
の
よ
う
に
使
い
こ
な
す
に

は
、ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り

そ
う
に
思
う
。

　
耳
新
し
い
言
語
を
理
解
し
、

早
く
機
器
を
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
記
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地
）
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　議員が、議場でどんな発言をしているのか。どのような町づくりを考え
ているのか。今後の町の方向性を直接聞くことができる良い機会です。
どなたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽にお越しください。
　議会の日程は、広報ゆりはま、防災行政無線放送、町ホームページで
お知らせします。

「ファインダーの向こう側」「ファインダーの向こう側」

　「あれ、なんだ」思わずシャッターを切りカメラに収
まったのは、天然記念物のオジロワシ。それから、父から
譲り受けたコンパクトカメラを、一眼レフカメラに持ち替
え17年が過ぎました。
　なかなか思うような写真は撮れません。それでも

「数打ちゃ当たる」市展・県展でも、何度か賞もいただ
きました。
　湯梨浜町中央公民館では、鳥・桜・虹・今滝をテーマに
４回の展示。近所の薬局では、季節の風景を長年に渡
り展示し、湯梨浜の四季を楽しんでいただいています。
　冬の今滝は神秘的。氷の芸術は素晴らしいものがあ
ります。温暖化の影響か、凍ることが少なくなりました。
　鉢伏山から望む東郷池。鶴が羽を広げて飛んでいる
ように見えるため

「鶴の池」と呼ばれ
ています。しかし近
年、木が大きくなっ
て、美しい鶴の姿が
見えません。
　これからも、湯梨
浜の美しい景色を
撮り続けてまいり
ます。 

小谷　哲夫 さん（旭）

12月９日（金）～
※日程は変更になる場合があります。
　詳しくは町ホームページへ。

次回の定例会は

午前１０時開会

冬の今滝

虹と四ツ手網

鉢伏山から鶴の池・2022夕焼け空に鶴の舞・2011


